
オンライン研修を踏まえて、「地域づくり」は「住民の主体形成」ではないかという輪郭が見えてきたのではないでしょ
うか？

地域づくりが「住民の主体形成」であると考えれば、住民が地域に対し抱いている興味や関心、思い、不安等に
目を向ける必要があります。しかし、それは福祉のテーマとは限りません。福祉のテーマにとどまらず間口を広げ、
自分の興味関心を入口に関り、いつのまにか誰かとつながっている状態を作り出すことが重要です。

今回はそんな住民や地域の機関が抱いている「興味や関心、思いや不安等」を「# もやもや」、「# わくわく」、
「#やるやる」という3つの思いに分けて拾っていきます。

対面研修では、その３つの思いを多面的にみたり、組み合わせたりすることで、地域づくりの考え方を学び合うこ
とを目的に実施します。

対面研修に向けた実践演習

# わくわく ＃もやもや ＃やるやる の集め方

演習の目的

その人が地域で暮らしながら
もやもやと考えていること。

その人が地域で暮らしながら
やろうとしている・やりたいこと

その人が地域で暮らしながら
わくわくしていること。

#わくわく#もやもや #やるやる　の思いは、コミュニケーションの中で感じ取るものです。

このシートはいろんな思いを拾いながら、本質的な思いがどこにあるかを探るのをサポートするシートです。

１）聞き取りシート１枚につき1名を対象に聞き取ります。各シート3名ずつ聞き取ってください。（全 9名）

２）聞き取る対象は、あなた自身が興味・関心のある「住民」や「地域の機関」としてください。

３）①なるべく多くの思いを聞き取り、その中からより大事な思いを抜き出して②に記入します。

最終的に最も大事な思いを③に記入します。

＃わくわくとは ＃もやもやとは ＃やるやるとは








